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16‒19世紀中国Junkによるベトナム・フエとの海上貿易
松　浦　　　章
The Maritime Trade by Chinese Junk between China and Hue, 
Vietnam in the 16‒19th Century
MATSUURA Akira
　中国とベトナムとの海上貿易は古代から行われていた。宋代の史書にベトナムの南
部にあった占城へは福建の泉州から順風を得られれば二十余日で到達できるとされ、
明代にも福建の福州の閩江口からは順風を得た船では、十日ほどで到達できたようで
ある。このように中国の帆船すなわち中国Junkでは、それほど遠い航海距離にはなか
った。
　19世紀になってもベトナムに近い中国西南にある海南島との海上貿易は積極的に行
われていた。そこで本論文では、中国の Junkによるベトナムとの海上貿易に関して、
特にベトナムの中部の都市Hueフエ（順化）との海上貿易がどのように行われていた
かについて述べたい。
キーワード：海上貿易、中国ジャンク、中国、フエ、ベトナム、16‒19世紀
1 　はじめに
　中国とベトナムとの海上貿易は古代から行われていた。宋の趙汝适の『諸蕃志』巻上、占城には「占
城、東海路通廣州、…自泉州至本國順風舟行二十餘程」1）と記すように、占城へは福建の泉州から順風を
得られれば二十余日で到達できるとある。その後、明代に鄭和の南海遠征に随行した馬歡の『瀛涯勝覧』
の占城國の条に「自福建福州府長樂縣五虎門開船、往西南行、好風十日可到」2）と福建の福州の閩江口か
らは船で順風を得られたら十日ほどで到達できると記しているように、中国帆船でそれほど遠い距離に
はなかった。
　19世紀になってもベトナムに近い中国西南にある海南島との海上貿易は積極的に行われていた。その
 1） 馮承鈞撰『諸蕃志校注』史地小叢書、商務印書館、1940年 2 月、 3頁。
 2） 馮承鈞校注『瀛涯勝覧校注』史地叢書、商務印書館、1935年 7 月、 1頁。
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具体的な事例は、1832年のCharles Gutzlaffが記した Journal of a residence in Siam, and of a voyage along 
the coast of China to Mantchou Tartaryに見られる。その日記の中で次のように記されている。
　　Hainan is, on the whole, a barren country; and, with the exception of timber, rice, and sugar（the 
latter of which is principally carried to the north China）, there are no articles of export. The inhabitants 
carry on some trade abroad; they visit Tungking, Cochin‒china, Siam, and also Singapore. On their 
voyagers to Siam, they cut timber along the coasts of Tsiompa and Cambojia; and when they arrive 
at Bankok buy an additional quantity, with which they build junks. In two months a junk is fi nished, 
― the sails, ropes, ancor, and all the other work, being done by their own hands. These junks are 
then loaded with cargoes, saleable at Canton or on their native island, and both junk and cargo being 
sold, the profi ts are divided and cargo being sold, the profi ts are divided among the builders. Other 
junks, loaded with rice, and bones for manure, are usually dispatched for Hainan3）.
　海南島の産物は皮革類や米そして砂糖があるのみで他に輸出するものが少なかった。とりわけ特産の
砂糖は中国の北部沿海地域に輸送され販売されていた。海南島の人々は中国沿海のみならず外国との貿
易も積極的で、ベトナムのTungking（東京）やCochin‒china（コーチ支那）、Siam（シャム）そしてSingapore
（シンガポール）などとも海上貿易を行っていた。その貿易方法の一つには、シャムへの航海の途上に
Tsiompa（占城）やCambojia（カンボジア）に寄港して船舶用の木材を採取し、バンコクで付属品を購入
して Junkジャンクを造船する。その Junkで広東や海南島において良く売れる商品を購入して帰帆して
交易を行うなどの形態で貿易が行われていたとされている。
　このような中国の Junkによるベトナムとの海上貿易の中で、特にベトナムの中部の都市Hueフエ（順
化）との交易について述べたい。
2 　明代後期の中国とベトナムとの海上貿易
　明代の中国は海禁政策を施行して、民間の商船による海外貿易を禁止していた4）。しかしながら、明代
後期になると海禁政策は緩和され、日本を除く海外諸国への貿易が行われるようになった。明代を通じ
て倭寇対策により海禁が厳しくおこなわれていたが、隆慶元年（1567）、福建巡撫都御史塗澤民の上奏に
よって中国人の海外貿易が緩和されることになる。
準販東西二洋、蓋東洋若呂宋、蘇禄諸國、西洋若交阯、占城、暹羅諸國5）。
（東洋と西洋への貿易を許可する。しかし東洋は呂宋と蘇禄の諸国であり、西洋は交阯、占城、暹羅
などの諸国である。）
 3） The Chinese Repository, Vol. I, pp.90‒91.
 4） 佐久間重男『日明貿易史の研究』吉川弘文館、
 5） 張燮『東西洋考』巻七、餉税考。
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　東洋、西洋の二洋のうち呂宋、蘇禄、交阯、占城、暹羅等の諸国との貿易は認められたため、多くの
沿海商人がこれらの地に進出している。しかし日本は「侵叛」の国としてなお禁じられた。
　その具体的な海外貿易船の数を福建巡撫となった許孚遠の『敬和堂集』にみる「海禁條約行分守漳南
道」によれば、萬暦十七年（1589）には、中国から航行できる海洋諸国として、東洋と西洋に合計88隻
が認められ、このうちベトナムでは、交趾が 4隻、占城が 3隻、順化が 2隻と合計 9隻の貿易船が認め
られている。これは88隻の内、ベトナムのみで約10％に相当していたことがわかる。
　そこで実際にベトナムの順化（Hue）に貿易に赴いた明代の人の記録から見てみたい。
朱均旺査審、均旺據稱江西撫州府臨川縣人、于萬暦二年、在建寧府、開鋪生理。6）
（朱均旺を調べたところ、朱均旺の供述では、彼は江西の撫州府臨川縣の人で、萬暦二年に福建の建
寧府において商店を開き生活していた。）
とあるように、朱均旺は江西省撫州府臨川県に原籍がある人物であった。彼は郷里から福建省に赴き萬
暦二年（1574）に建寧府の城内で店舗を開き商業活動をおこなっていた。江西省の撫州府と建寧府とは
武夷山系を隔てているものの近距離にある。
　その後のことは、
至丁丑年三月、到漳州海澄八都港口、販賣布疋、住向籍萬、彼曽贈一家、三月失記的日、搭該縣三
都客人陳賓松、装銅・鉄・磁器等貨、往交趾順化地方。
（丁丑年（萬暦五年（1577））三月に漳州の海澄縣の八都港口に赴き、布などを販売して、その地に
居住していた。三月の日を失念した日に、海澄縣の三都の人の陳賓松の船に銅や鉄や磁器などの貨
物を積載して、交趾順化地方に赴いた。）
とあるように、萬暦五年（1577）三月に、福建省の南部の海港である漳州府海澄県に往き、反物を販売
していたところ、しばらくその地に寄萬し一家屋を贈られることになったが、三月の何日か均旺が失念
した日に、海澄県三都居住の客商陳賓松が、銅や鉄や磁器等の貨物を載せて、ベトナムの順化（Hue）地
方に行く船に、朱均旺も同乗したのである。
　そして朱均旺らは船でベトナムに赴いた。
那時共有福建船十三隻、因貨多難賣、于本年五月十九日、另䫜交趾小船、到所属廣南、轉賣。
（日時は不明ではあるが、既に福建船が13隻停泊していたことから貨物の販売が極めて困難であった
ため、五月十九日に交趾の小船を雇傭して、廣南に行って販売しようとした。）
とあり、朱均旺らはおそらく四月か五月頃にベトナムの順化に到着したところ、そこには既に福建の船
が13隻も停泊していた。そのため彼等の目的は達せられないことがわかったので、交趾国で小船を傭い
入れて、広南地方に向かったのである。
　当時、海禁が緩和され福建船もベトナム方面に多く進出していた状況が如実に知られる。
　ところで、朱均旺は、広南地方の取引の途中で倭寇に捕獲され、日本の薩摩に拉致されたのである。
　このように、萬暦五年（1577）当時には既に順化（Hue）に13隻程の福建からの貿易船が入港し、後
 6） 明侯継高『全浙兵制考』全五冊、明刊本、国立公文書館内閣文庫所蔵（函：史一九八、号一四）、『全浙兵制考』第
二巻所収の「附録近報倭警」による。
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続の中国貿易船が入港しても貿易取引が困難になるほどの賑わいを呈していたことがわかるように、16
世紀の後半になると明朝の海禁政策も緩和され、特に福建沿海南部の漳州方面、現在の厦門から海外に
出帆する船舶が漸次増加して、ベトナム方面に赴く貿易船も少なくなかったことが理解されるであろう。
3 　清代中国とベトナムとの海上貿易
　明朝に替わって中国を統治する清代になるとさらに中国からの海外貿易の商船が急増している。清朝
は台湾鄭氏が降伏し、台湾を平定すると海禁令である遷界令を撤廃し、民間の海外貿易を許可している。
その結果多くの中国沿海の商船が海外へ進出したのである7）。
　雍正四年（1726）三月十日付の福建巡撫毛文銓の奏摺にも、
竊査貿易洋船、蒙聖祖仁皇帝禁往西洋等處、而安南一國原不與焉8）。
とあるように、康煕帝の時に一時期ではあったが、西洋即ち東南アジア方面への商船の航行を禁止した
が、しかし安南への航行は除外されていた。
　雍正四年（1726）二月十二日付の楊文乾の奏摺によれば、
査該關（廣東粤海太平橋二關）額税、皆係徴収外國所到洋船、并本港開往安南・東洋貿易各船之税、
其廣恵潮高雷廉瓊府貨船、所載民間日用用件、及柴炭魚蝦菓品檳榔之類、…9）
とあり、広東省の粤海関や太平橋の海関において外国に赴く中国の海外貿易船は安南すなわちベトナム
や日本へ航行しているが、その船は広州、恵州、潮州、高州、雷州、廉州、瓊州府などの沿海部の殆ど
の州であり、それらの船は民間の日用品や柴、炭、魚蝦、菓品、檳榔などを積載して輸送していた。
　雍正五年（1727）四月十三日付の常賚の奏摺には、
惟是廣東各府、非山即海、田少人多、沿海人民、藉開洋生業者、不可勝數、自康煕五十六年、禁販
南洋、止准赴安南、及内地五省往來、是以商船、各遵停止、…伏査海洋貿易船隻、閩粤兩省爲最多、
且粤省戸口、實繁于閩省、或藉此貿易之贏余、不無少補耕耘之不足10）、
とあり、広東 Junkが海外へ進出する理由として、広東の耕作地が人口比に対して少なく、多くの余剰人
口が海上に進出して、ベトナムのみならず海外諸国へ貿易に赴いていた。海外貿易に赴く貿易船を多く
送り出していたのは福建省と広東省で、それらの地域では海外貿易で得た利益で、農業生産の不足分を
補充していたのであった。
　このような中国側の記録に対してベトナム側の記録は、黎貴惇の景興11）三十七年序（乾隆四十一、1776
年）のある『撫邊雜録』巻四に見える。　
順化處水陸連接廣南、廣南之右通諸番國、其海道則距閩廣只三四日。故商舶従来湊集。大明永楽時、
 7） 松浦章『清代海外貿易史の研究』朋友書店、2002年 1 月。
  松浦章『清代帆船東亞航運與海商海盗』上海辞書出版社、2009年 3 月。
 8） 『宮中䈕雍正朝奏摺』第 5輯、国立故宮博物院、1978年 3 月、688～68頁。
 9） 『宮中䈕雍正朝奏摺』第 5輯、国立故宮博物院、1978年 3 月、613頁。
10） 『宮中䈕雍正朝奏摺』第 8輯、国立故宮博物院、1978年 6 月、26頁。
11） 景興：後期黎朝の顯宗の年号
16－19世紀中国Junkによるベトナム・フエとの海上貿易（松浦）
511
有設入順化市舶提擧司。…12）
とあり、順化Hueは中国の福建や廣東からは帆船で三日か四日の日数で到達できる距離にあったと認識
されていた。さらに順化における船舶に関する税率を記している。
艚到税四千貫、回税四百貫。日本国艚到回税、例亦如之。暹羅到税二千貫、回税五百貫。呂宋艚到
税二千貫、必回税二百貫目。舊港處艚到税五百貫、回税五十貫、河仙艚到税三百貫、回税三十貫。
山都客艚到税三百貫、必税三十貫。上海者、浙江船有時、天朝奉差官採賣、海南者、瓊州船、瑪羔
者、和蘭船、壬辰・癸巳竝減到回税錢二千一百貫。辛卯年諸處商船、到會安十六隻、秋錢三萬八千
貫。壬辰年十二隻、税錢一萬四千三百貫。癸巳年八隻、秋錢三千二百貫、…13）
とある。この記述から順化には中国の上海、浙江、海南島、海南島の瓊州から来航していたことがわか
る。特に黎貴惇は、順化に貿易に来航した広東の海商について次のように記している。
廣東船商客、有姓陳者、慣販賣、伊言、自廣州府、由海道往順化。得順風只六日、夜入填海門、至
富春河清庸、入大占海門、到廣南會安、亦無自廣州往山南只四日夜餘一更、只山南回帆船、惟販禹
餘粮一物、順化亦只胡椒一味、若廣南則百貨無、所不有諸番邦、不及升華・尊盤・帰仁・廣義・平
康等府及弟荘營、所出貨物。水陸船馬、咸湊於會安・庸州、…14）
とあるように、広東の海商の陳は、広州から海路によって順化に赴くには、順風で僅かに六日で到着で
きた。その後の航路に関する記述も見られる。
　日本の明和四年（清・乾隆三十二、1767）七月十六日に長崎に到着した四番安南船15）から安南の会安
から帰国した日本人の漂流民がいた。彼等は明和二年（1765）十一月初旬に海難に遭い漂流した水戸藩
の姫宮丸の乗員 4名と、同時期に遭難して漂流した奥州の住吉丸の乗員 3名である16）。姫宮丸の乗員の漂
流記である「安南国漂流記」によれば、彼等がベトナムの出港地となった会安には、
この時、南京船十七、八艘、会安に逗留いたし候。なにとぞ便舟にて日本へは叶はず候とも、せめ
て南京までも渡り申したく願ひ候17）、…
とあるように、会安には中国船が17、18隻来航していたことが知られる。漂流民は日本へ直接帰れなく
ても、中国まで連れて行って欲しいと願った。しかし、彼等を搭載した船は日本貿易のための船であっ
たので、会安から出港し、
安南より長崎まで、丑寅［北東］の方に向ひて、昼夜やすまず日数二十七日にて着仕り候18）。
とあるように、27日間で長崎に到着している。
12） Le Quy Don tuyen tap tap 3, PHU BIEN TAP LUC（Phan 2 ）, 2008, 323頁。
13） PHU BIEN TAP LUC（Phan2） 325頁。
14） PHU BIEN TAP LUC（Phan2） 330頁。
15） 江戸時代前期にベトナムから多くの華人の運航した貿易船が長崎に来航したことに関しては既に、陳荊和「清初華
舶之長崎貿易及日南運航」、『南洋學報』第13巻第 1輯、1957年、 1～52頁がある。
16） 「安南船ヨリ外國漂着之者七人送來事」、『長崎実録大成』巻十二、『長崎文献叢書第一集・第二巻、長崎實録大成正
編』長崎文献社、1973年12月、307～311頁。
17） 「安南国漂流物語」、『石井研堂コレクション江戸漂流記総集』第二巻、日本評論社、1992年 5 月、263頁。
18） 「安南国漂流物語」、『石井研堂コレクション江戸漂流記総集』第二巻、266頁。
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　この日本人漂流者の記録から、1767年頃の会安には中国船が17,18隻来航して貿易していたことがわか
る。この記述は次に述べる19世紀のイギリス側の記録からも決して荒唐無稽な記録でないことが裏付け
られる。
　ホイアン（會安）と中国との関係についての具体的証拠として2008年 9 月05日に行った調査では現存
する廣肇会館、中華会館、福建会館、瓊府會館（海南會館）、潮州会館の五会館の存在が知られる。
　廣肇会館は、ホイアンの史蹟として有名な「日本橋」に近いところにあり、正殿には福建の海神とし
て知られる媽姐を祀る天后宮がある。さらに中国船の模型も奉納されてあり、現在も整備されて、地元
の人々もお参りに来る寺院的機能を有していた。
　會安における市場形成に関して、『大南一統志』巻五、廣安省、市舗の条に、
會安舗、在延福縣、會安・明郷二社、南濱大江岸兩旁瓦屋蝉聯二里許、清人居住有廣東・福建・潮
州・海南・嘉應五幇販賣北貨、中有市亭會舘、商旅䫪集、其南茶饒潭爲南北船艘停泊之所、亦一大
都會也。其舗税由使座徴納19）。
とある。『大南一統志』には、既に會安には「市亭會舘」があったと記され、その會舘に関する外来の商
人として、會安には清朝中国の廣東省や福建省、そして廣東省東北部沿海の潮州、また海南島からそし
て廣東東北内陸部の嘉應州からの商人集団がいた。彼等は、ベトナムから見て「北貨」とされる中国産
物資を會安において販売していたとされる。そのために各地からの商船が参集していたのであった。と
りわけ會安の南にある茶饒潭にはベトナムの南部からまたは北部からの商船が来航・帰航する都市とし
て知られていた。
　とりわけ、會安に「日本橋」として呼称された著名な橋があった。『大南一統志』巻五、廣南省、橋梁
には、
來遠橋、瓦橋在延福件明郷社、相傳日本商人所造、長十八尺七寸、橋上架寺座砌石、柱蓋瓦凡九間、
寺中祀北帝騎虬象雨旁列貨販買。國初題尊己亥二十八年南巡、幸會安舗、見舗西有橋、商船湊集、
賜今名有御書金扁今存、俗名䖉厨20）。
とあり、「來遠橋」と呼称された日本商人によって建造された橋が現在も残されている。それに近い場所
にあるのが廣肇会館である。廣東及び広州西部の肇慶からの商人が滞在した会館であった。
日本橋廣肇會館
19） 松本信廣編纂『大南一統志』第一冊、印度支那研究會、1941年 3 月、710頁。
20） 松本信廣編纂『大南一統志』第一冊、印度支那研究會、1941年 3 月、695頁。
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　さらに中華会館と福建会館そして海南会館、潮州会館が現存している。
中華會館　天后宮 福建會館
瓊府會館　海南會館 潮州會館
　潮州會館は「伏波将軍」を祀り、峴港（Da Nang）にも潮州會館が存在しているとのことで、会安の
現代の世話役は七代目で、この会館は1752年に創建されたとの説明があった。世話役は中国語を話せる
人であった。
　それでは、ホイアンと中国との交渉がどのように見られるかを明代の文献を通じて述べてみたい。
　明代後期になると華南沿海を中心に国是の「海禁」に反して海外貿易が盛んとなると、張燮『東西洋
考』巻七、餉税考に見える隆慶元年（1567）、福建巡撫都御史塗澤民の上奏に、
隆慶改元、福建巡撫都御史塗澤民、請開海禁準販東西二洋、蓋東洋若呂宋・蘇祿諸國。西洋若交阯・
占城・暹羅諸國。皆我羈縻外臣無侵叛、而特嚴禁販倭奴者、比於通番接濟之例、此商舶之大原也。
とあるように、東洋や西洋への航海が盛んとなり、特に福建の漳州を中心とする地域から東洋の呂宋や
蘇禄なで、西洋ではベトナムの北部や中南部そしてシャムなどへの航海がおこなわれるようになった。
しかし倭寇に関係する日本への航海は基本的には禁止されていた。ところが、中国海商の中には、東洋
諸国へ行くと称して日本へ来航していたのである。ところで、中国船がベトナムへ趣いていた証拠とな
る史料が知られる。倭寇に拉致され日本に連れてこられた江西出身の朱均旺なる人物が、日本に来る前
に、福建からベトナムへ趣く貿易船に搭乗して、ベトナムの順化に趣いている。その時名記録が、侯継
高『全浙兵制考』第二巻附録「近報倭警」に見える。
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報國人朱均旺査審、均旺據稱江西撫州府臨川縣人、于萬暦二年（1574）、在建寧府、開鋪生理。…至
丁丑年（丁丑、萬暦五、1577）三月、到漳州海澄八都港口、販賣布疋、住向籍萬、彼曽贈一家、三
月失記的日、搭該縣三都客人陳賓松、装銅・鉄・磁器等貨、往交趾順化地方。…那時共有福建船十
三隻、因貨多難賣、于本年五月十九日、另䫜交趾小船、到所属廣南、轉賣。
とある。朱均旺は、江西撫州府臨川縣の人であった。萬暦二年（1574）に建寧府において商店を経営し
ていたが、萬暦丁丑年即ち萬暦五（1577）三月に漳州の海澄八都港口へ布疋の取引に趣いた。ところが
三月のある日に海澄縣三都の客人陳賓松等とともに銅や鉄や磁器などの貨物を搭載して「交趾順化地方」
に趣くことになったのである。しかし順化に到着してみると、そこには「福建船十三隻」とあるように
福建船が13隻も先着しており、朱均旺らの目的は果たされないことを知った。同時期に貨物が過剰状態
になったためである。そこで朱均旺らは、彼等の交易の目的を果たすために、同年五月十九日に交趾の
小船を雇傭して廣南へ趣いて転売することにしたのである。
　この記述からベトナムに関する地名として交趾、順化、廣南の三地名が知られるのである。
　1821年にイギリス政府の命令でシャムとコーチシナに派遣された John Crawford（1783～1868）が記し
た Journal of an Embassy to the Courts of Siam and Cochin Chinaに当時の中国とベトナムとの海上貿易の
一端が記されている。Crawfordはベトナムと中国 Junkによるベトナムとの貿易の状況を次のように記し
ている。
　　The amount of the Chinese trade of Saigun yearly has been commonly as follows:― from fi fteen 
to twenty‒fi ve junks of Hai‒nan, measuring from 2,000 to 2,500 piculs each; two junks of Canton, 
one measuring fi ve, and the other 8,000 piclus ; one junk of Amoy, measuring 7,000 piculs ; and six 
junks of Saocheu, measuring from 6  to 7,000 piculs each. The total number of junks may be reckoned 
at about thirty, and their total burthen about six thousand fi ve hundred tons. The most valuable cargoes 
are imported from Amoy, consisting principally of wrought silks and teas, and the least valuable, form 
Hai‒nan. The Canton junks, before a direct intercourse was established between the British possessions 
and Cochin China, used import all the opium consumed in the country, and the whole of the broadcloths 
and other woolens with which the King’ s troops were clothed, and they still continue to import a 
considerable quantity of both. The exports by these vessels are generally of the same description as 
from Siam, and the principal of them are cardamums, the areca‒nut, sugar, fancy woods, eaglewood, 
ebony, cotton, rice, stic‒lac, ivory, pelty, hides, and horns, deers’ sinews, ornamental feathers, particularly 
those of a species of king‒fi sher, &c. &c.
　　The Chinese trade of Fai‒fo is with the same ports, and may be taken annually at the following 
amounts: ―with Hainan, three junks, measuring about 2,500 piculs each; with Canton, six junks, 
averaging 3,000 each; with Amoy, four junks, averaging also 3,000 each; and with Saocheu, three 
junks, of about 2,500 piculs each. This gives about sizteen junks, giving a total burthen of near 3,000 
tons. The small size of these vessels is accounted for by the shallowness of the river, or rather creek, 
of Fai‒fo, which they must enter for shelter.
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　　The trade of Hue, the capital, is also with the same ports, and amounts in all to about twelve 
junks, measuring from 2,500 to 4,000 piculs each, and to near 2,500 tons. None above 3,000 piculs 
can load with safety in the river, and those of larger size take in their cargoes in the Bay of Turan. 
The exports from Hue and Fai‒fo are the same, and the principal articles consist of sugar, cotton, and 
cinnamon.
　　The Chinese trade of Tonquin by sea commonly consists of the following number of junks: ―
eighteen from Hai‒nan, of 2,000 piculs each; six from Canton, from 2,000 to 2,500; seven from Amoy, 
of the same burthen as the least; and seven from Saoucheu, averaging 2,500 each. This gives a total 
of thirty‒eight junks, and a tonnage of about 5,000 tons. By the statement of the Chinese traders, it 
appears that a junk of 3,000 piculs, or about one hundred and eighty‒seven tons, is the largest which 
can enter the river of Tonquin with safety. The exports consist of areca‒nut, cardamums, cotton, salt‒
fi sh, salt, rice, varnish, and a variety of other dyeing drugs, with gold and silver bullion.
　　The Chinese trade with the minor ports of Cochin China amounts, in all, to about twenty junks 
not measuring above 2,000 piculs each; and therefore giving a total tonnage of 2,300 tons. The usual 
exports are rice and cinnamon. The exportation of the fi rst‒named commodity being forbidden without 
a special licence, many of these junks do not enter the ports of Cochin China at all, but, lying off the 
coast, smuggle their cargoes on board.21）
とある。中国とベトナムとの貿易について、Saigunとの貿易は毎年15隻から25隻の海南島の Junkによっ
て行われていた。その積載量は2,000擔から2,500擔であった。さらに広東の Junkが 2隻、厦門の Junkが
1隻、潮州の Junk 6 隻が来航していた。Fai‒foには 3隻の海南島の Junkが、広東の Junkが 6隻、厦門の
Junkが 4 隻、潮州の Junk 3 隻、計16隻が来航していた。Hueには中国からの Junkが12隻来航していた
が、各船の積荷は2,500擔から4,000擔であり、殆どが2,500トンに近い積載量を要していた。
　首都のHueにおける中国 Junkは、ベトナムの他の港とほぼ同様で大差が無いが、年間には12隻の中
Junkが来航してきた。その Junkは、2,500擔から4,000擔の積載量があり、その貿易量はほぼ2,500トン
であった。Hueの町にまで中国 Junkが遡航するには3,000擔が限度であった。それはHueへの河川の状
態が関係し、大型船が遡航するのが困難であったことによる。中国 JunkによってHueから中国へもたら
されるものは砂糖や綿花やシナモンなどであった。
　Tonquinには海南島の Junkが18隻、広東の Junkが 6隻、厦門の Junkが 7隻、潮州の Junkが 7隻来航
していたことをCrawfordは記している。
　この日記の記述に副った内容は、Crawfordが1830年 3 月にイギリス議会に召喚され、中国 Junkによる
東アジア貿易について報告している中にも見られる。22）その際の証言が含まれる “First Report from the 
Select Committee on the Affairs of the East India Company（China Trade）, 1830によれば、中国の華南地
21） John Crawfurd, Journal of an Embassy to the Courts of Siam and Cochin China, 1828, pp.511‒513.
22） 佐々木正哉「十九世紀初期中国戎克の海外貿易に関する資料」、『近代中国』第 3巻、1978年 5 月、56～74頁。
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区の貿易船が貿易相手地域と重視したのはシャムとの貿易であったが、それに次ぐものがコーチシナ即
ちベトナムとの貿易であった。Crawfordの記述にベトナムとの Junk貿易について次のように見える
Native foreign Trade of China
　　The principal part of the junk‒trade is carried on by the four contiguous provinces of Canton, Fokien, 
Cheliang and Kiannan.……･The ports of China at which this trade is conducted are Canton, Tchao‒tcheou, 
Nomhong, Hoei‒tcheon, Su‒heng, Kongmoon, Changlim and Hainan, in the province of Canton; Amoy and 
Chinchew, in the prpvince of Fokien; Ningpo and Siang‒hai, in the province of Tchekian; and Soutcheon, 
in the province of Kiannan. The following may be looked upon as an spproximation to the number of junks 
carrying on trade with the different places already enumerated ; viz.
 Japan, 10 junks, two voyages   20 Junks
 Phillippine Islands    13
 Soo‒loo Islands      4
 Celebes       2
 Borneo      13
 Java       7
 Sumatra      10
 Sincapore      8
 Rhio       1
 East Coast of Malay Peninsula    6
 Siam      89
 Cochin China     20
 Cambodia      9
 Tonquin      20
  Total    222
　　This statement does not include a great number of small junks belonging to the island of Hainan, which 
carry on trade with Tonquin, Cochin China, Cambodia, Siam, and sincapore. Those for Siam amount yearly 
to about 50, and for the Cochin Chinese dominions to about 43; these alone would bring the total number 
of vessels carrying on a direct trade between China and foreign countries to 307. ……With the exception 
of this branch of trade the foreign intercourse of the two provinces of Chekian and Kiannan, which are 
famous for the production of raw silk, teas and nankeens, is confi ned to the Philippine Islands, Tonquin, 
Cochin China, Cambodia and Siam, and none of this class of vessels, that I am aware of, have ever found 
their way to the western parts of Indian Archipelago. The number of these trading with Siam is 24, all of 
considerable size; those trading with Phillippines, 5, making in all 45, of which the average burden does 
A Foreign Trader,
Barrow, Travels in China. 1804, p.36.
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not fall short of 17,000 tons23）.
　Crawfordの報告によれば、中国の Junk‒tradeを積極的に行っているのは広東省、福建省、浙江省、江
蘇省などである。そしてこれら Junk‒tradeの中心的な港は、広東省の Canton （広州）、Tchao‒tcheou（潮
州）、 Nomhong（南澳）、 Hoei‒tcheon（恵州）、Su‒heng、 Kongmoon（江門）、 Changlim（漳林）、Hainan（海
南島）であり、福建省のAmoy（厦門）と Chinchew（泉州）、浙江省のNingpo（寧波）と江蘇省の Siang‒
hai（上海）と Sou‒tcheon（蘇州）などである。
　19世紀前半の中国の Junkによるベトナムとの貿易は、シャムとの貿易に次いで重要であったことがわ
かる。ベトナムとの貿易に赴いた中国 Junkは、海南島 Junkと広東 Junkと厦門 Junkそして江南の蘇州
Junkであった。これらの Junkは海南島 Junkが最も多く年間46～71隻にのぼり、広東 Junkが14隻、厦門
Junkが12隻、蘇州 Junkが16隻に上り、合計116隻となる。サイゴンが年平均30隻、ハイフォンが年間16
隻、トンキンが38隻であった。これに対してHueには中国 Junkが、年間12隻が来航していた。しかしベ
トナムに赴く中国 Junkは、ベトナムの河川を遡航して行くため小型 Junkが多かったとされている。
　イギリス人 Crawfordが、中国の Junkによるベトナムとの海上貿易について述べたことは道光十九年
（1839）の『厦門志』の次に引用する記述からも確認することができる。道光『厦門志』巻五、船政、洋
船には、
洋船即商船之大者、船用三䖀、䖀用番木、其大者可載萬餘石、小者亦數千石、…厦門准内地之船、
往南洋貿易、其地爲噶喇吧…東浦・安南・呂宋諸國、其出洋貨物、則漳之絲綢・紗絹・永春窯之磁
器、及各處所出雨傘・木履・布疋・紙箚等物、閩中所産茶・鐵。
とある。洋船と呼称された大型 Junkは 3本マストで、大型になると10,000石以上を、小型でも数千石を
積載できた。厦門から東南アジア方面に赴く大型 Junkはインドネシアを初めとしてカンボジアやベトナ
ムそしてフィリッピンなども航行地であった。厦門から出航する大型 Junkの積載した貨物には、漳州で
製造された絹織物や生絲そして永春の磁器製品とは徳化産の磁器製品があり、福建産の雨傘や綿布そし
て紙製品に加えて福建産の茶葉や鐵などがあったことを記している。
　道光『厦門志』巻八、番市略、南洋の越南には、「越南即古交阯、舊號安南」とあり、港として清化
港、順化港、廣南港、新州港、提夷港の五港をあげ、この内、順化港は「舊順化港府治、今設順化承政
司」とある。越南の物産には、金、珠、珊瑚、犀角、象牙、貝、瑇瑁、銅鼓、奇楠香、奇楠香油、沈香、
速香、安息香、蠟、燕窩、蘇木、肉桂などが見られるのである。
　道光『厦門志』が記された40余年後の中国海関に関する報告書であるChina. Imperial Maritime Customs, 
Decennial Reports, 1881‒91, Kiungchow（瓊州）によれば、19世紀の末に、海南島からベトナムに向け輸
出されていた物品について記している。
　　The bulk of our Exports goes to Hongkong, but there is a trifl ing coast trade to Pakoho, limited 
23） Report from the Select Committee on the affairs of the East India Company and the trade between Great Britain, the 
East Indies and China, 1830, Irish University Press Area Studies Series British Parliamentary Papers, China 37, Irish 
University Press, 1971, pp. 298‒299.
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almost exclusively to Betel‒nuts. With Tonkin, Annam, and the Straits Settlements our trade is still 
insignifi cant, and restricted to Leaf Tobacco, Opium Bowls, Fishing Nets, and Leather Trunks.24）
とあるように、海南島からの貿易の大勢は殆どが香港向けに変化していた。しかしそれでも僅かに中国
大陸の廣西にある北海（Pakoho）にはビンロウジュ（Betel‒nuts）が搬出されていた。さらに僅かではあ
るがトンキン、安南にむけては葉煙草、アヘン玉、漁網、皮革製のズボンなどが搬出されていたとある。
　このように19世紀末期になると中国 Junkによるベトナムとの貿易は可成り減少していたと見られる。
4 　小　結
　上述のように、中国 Junkによるベトナムとの海上貿易の最盛期は、ベトナムの黎朝、阮朝時代におけ
る時代に相当する。中国で言えば海禁政策が緩和された明代後期から盛んになり毎年数十隻の Junkが福
建や廣東から航行していた。18世紀には福建泉州の海商が会安に赴き、同地の泉州會館にその記録を残
していることからも明かである25）。特に中国の Junk貿易の中心であったのが距離的にも近い海南島から
の Junkの航行であったと言える。これら中国 Junkは、ベトナムで必要とされる日用品を中国の各地か
らもたらし、帰帆には、ベトナム産の物資を積載していた。その積載貨物の中心は砂糖や綿花や米やシ
ナモンなどがあった。
　イギリス人Crawfordが報告した中国の Junkによるベトナム貿易は、阮朝始祖の嘉隆帝から次代の明命
帝にかけての19世紀前半の時期であった。この時期までには毎年中国華南沿海部からHueなどに来航す
る中国 Junkによる貿易が恒常的に行われていたが、中国でも1840年のアヘン戦争を契機に南京条約が結
ばれ、廣州・厦門・福州・寧波・上海の 5港が対外開港されると、中国沿海に進出する欧米帆船が激増
し、さらに欧米汽船の出現を見るに、それまでの中国 Junkの東アジア海域における優位性が暫時揺るぐ
事態になっていった。そのため中国 Junkによるベトナム貿易にも少なからざる打撃を与えたものと思わ
れる。
24） China. Imperial Maritime Customs, Decennial Reports,1881‒91, Kiungchow, p.623.
25） 松浦章「「清代泉州晋江帆船による海洋文化交渉」『東アジア文化交渉研究』（関西大学文化交渉学教育研究拠点）第
2号、2009年 3 月、145～164頁。
